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大阪府安全なまちづくりボランティア団体表彰

表彰６団体の概要
① 攻犯パレード実行委員会

設立：平成１３年 活動地域：大阪市北区

平成１３年に発生した池田小学校事件をきっかけに
「地域の子どもたちは地域で守ろう、わが子を被害者にも加害者にもさせない。」

との強い攻める気持ちを込めた防犯活動として、新豊崎中学校、豊崎東小学校、豊仁小学校のPTAが中心に
なって、同年、第１回攻犯パレードを開催。
２年間の中断期間はあったものの、平成２７年、新豊崎中学校生徒会が声を上げて再開、平成２８年に実

行委員会を立ち上げ、今年度で２２回目の開催。
１回のパレードで約２００人が参加しており、パレード前後に警察と合同で子ども被害等防犯教室を実施し

ている。
大阪府警察本部の音楽隊と新豊崎中学校音楽部が参加し、パレード時、行進しながら演奏する等、創意

工夫を凝らしている。

② 天王寺区黄昏ランニングパトロール隊

設立：令和３年 活動地域：大阪市天王寺区

毎月１１日の安全・安心なまちづくりの日に合わせて、警察と密に連携を取り、ランニングパトロール等を
実施。
２・３グループに分け、子ども・女性に対する犯罪の発生場所付近をパトロールできるコースを選定し、

「ながらパトロール」を実施。
選定したコースをランニングパトロールするだけではなく、選定したコース上に所在する無人ATM、コンビ

ニエンスストアに立ち寄り、携帯電話で通話しながらATMを操作している人やコンビニエンスストア店員に対
する声掛けを実施する等し、特殊詐欺被害防止活動を積極的に実施し、創意工夫を凝らしている。
ランニングパトロールのほか、警察の主催する特殊詐欺被害防止をはじめとする各種犯罪被害防止啓

発イベントにも積極的に参加し、安全なまちづくりに貢献している。



③ 西堺セーフティ・サポート・レディース

設立：平成１４年 活動地域：堺市西区

設立当初、当時では珍しい構成員だけの防犯コントを披露するなど、一人でも多くの方に防犯の必要性が
伝わるかを考えて活動しており、防犯活動には創意工夫がみられる。
２３年以上にわたり、警察、行政と連携した防犯活動を強力に推進しており、会長をはじめ団体設立時の

構成員の９割が現在も活動し、積極的に防犯活動に参加している。
年に約２０回、スーパーや駅等における街頭防犯キャンペーンを実施しており、近年は犯罪傾向の変化に

合わせて、特殊詐欺の被害防止活動に尽力している。

④ 門真市第七中学校区地域会議 防災・防犯部会

設立：令和３年 活動地域：門真市

月１、２回程度、小学校区の青色防犯パトロール活動を実施。
団体設立当初から、広報誌「かどま７中地域しんぶん」を発行し続けており、青色防犯パトロール活動の

紹介や実施予定のイベントの周知を行っている。
七中学校区フェスティバル等のイベントを実施し、特殊詐欺被害防止の注意喚起を実施。
警察署の歳末警戒部隊の出発式に青色防犯パトロールで参加。
市や警察署等と連携して防犯活動を積極的に実施。



⑥ 石切校区青色パトロール隊

設立：令和２年 活動地域：東大阪市「枚岡」

石切小学校区一帯において、通学路の見守りを行う「愛ガード」と協力し青色防犯パトロール活動を実施。
地域住民に親しみを持ってもらえるよう統一したオリジナルの制服・腕章を着用して活動。
青色防犯パトロール隊オリジナルのクリアファイルを作成し、小学生に配布する等、青色防犯パトロール
を地域へ定着させる取組みを実施。
構成人員は５０人ながらも、子ども見守りパトロールとして、登下校時間帯と夜間帯（１９時から２１時）に
小学校区の通学路周辺をパトロールしている。年間活動日数は１５０日を超えている。
東大阪市のふれあい祭りや全国地域安全運動、地元神社の祭礼等のイベントでは、市役所や警察等と
連携して防犯活動を実施。

⑤ 成和地区防犯委員会

設立：昭和３０年 活動地域：東大阪市「河内」

約７０年以上長期にわたり継続して、警察・行政と連携し、実態に即した犯罪被害防止活動に尽力。
令和３年から「BTM作戦」と称し、

（B）防犯委員と連携し （T）特殊詐欺被害を （M）未然防止
の略で河内警察署管内にある無人ATMの前で防犯委員と警察・市職員が協同し、特殊詐欺被害防止の啓
発物品を配布しながら、防犯啓発活動を実施。
今年２月１４日のバレンタインデーとBTM作戦日が重なっていたことから、「バレンタイン大作戦」を実施。
特殊詐欺をより広い世代に知ってもらう目的で、市内大学生にボランティアで参加してもらい、準備から当

日の配布まで合同で実施。チョコレートと特殊詐欺の啓発物品をセットにし、ショッピングモールにて配布。
BTM作戦と称した特殊詐欺被害防止活動を年に５０回実施。


